
豊島区立郷土資料館・芸術文化推進グループだより
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二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
以
降
、

郷
土
資
料
館
で
も
東
京
都
の
緊
急
事
態
宣
言
に
と
も
な
う
臨
時
休
館
や

事
業
の
中
止
・
延
期
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
一
方
で
、
館
内
で
は
新
し
い
生

活
様
式
に
合
わ
せ
て
の
見
学
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
入
口
に
消
毒
液
や
非

接
触
体
温
計
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、

病や
ま
いに
対
し
て
人
々
が
ど
の

よ
う
に
向
き
合
い
、
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
き
た
か

を
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
「
か
な
り

マ
ニ
ア
ッ
ク
だ
な
…
」
と
敬
遠
さ
れ
る
方
と
、「
タ
イ
ム
リ
ー
だ
ね
！
」
と

思
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
豊
島

区
ら
し
さ
」
を
意
識
し
た
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

一
番
注
目
の
資
料
は
チ
ラ
シ
に
も
掲
載
し
て
い
る
「
鬼き

子し

母も

神じ
ん
も
う
で詣

土み
や
げ産
べ
ん
け
い
図
」
で

す
。
こ
の
資
料
は
郷
土
資

料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
前

は
時
々
展
示
し
て
い
た
の

で
、
長
年
当
館
と
お
付
き

合
い
の
あ
る
方
は
「
懐
か

し
い
！
」
と
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
今
回
は

人
々
が
病
と
向
き
合
い
、

ど
う
対
処
し
て
き
た
の
か

と
い
う
流
れ
で
展
示
し
ま

す
の
で
、
す
で
に
ご
存
知

の
方
も
初
め
て
見
る
方
も
、

た
だ
郷
土
玩が

ん
ぐ具

を
描
い
た

だ
け
で
は
無な

い
と
い
う
こ

と
を
展
示
室
で
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

２
頁
に
つ
づ
く

企
画
展
　
薬
と
祈
り
の
処し

ょ
ほ
う
せ
ん

方
箋
　
開
催
情
報

豊
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郷
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和
3
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度
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画
展

薬
と
祈
り
の

処し
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方ほ

う

箋せ

ん
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▼
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年
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月
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休 館 日   毎週月曜日、第3日曜日、祝日、9月21日（火）
開館時間   午前9時～午後4時30分
入 館 料   無料
主 催   豊島区　

特別協力：古代オリエント博物館

ご来館に際してのお願い
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用・手指の消毒・検温など、ご協力をお願いしております。
社会状況により、事業を中止・変更する場合がありますので、事前に当館ホームページをご確認ください。
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〒171-0021 東京都豊島区西池袋 2-37-4 としま産業振興プラザ7階
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豊島区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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ま
た
、
都
内
の
他
自
治
体
か
ら
も
様
々
な
資

料
を
借
用
し
た
こ
と
で
、
一
区
だ
け
で
は
難
し

い
江
戸
・
東
京
広こ
う
い
き域

の
医い

り
ょ
う療

の
諸し

ょ
そ
う相

を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
今
回
は
同
じ
池
袋
に
あ
る
古

代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
（
東
池
袋
三

－

一

－

四

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
七
階
）
と
初

め
て
の
コ
ラ
ボ
企
画
〈
古こ
だ
い
い
り
ょ
う

代
医
療
は
繋つ

な

が
る
〉

を
開
催
し
ま
す
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
で

は
、
毎
夏
に
区
内
の
小
中
学
生
に
向
け
た
事
業

を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
企
画

は
昨
年
度
に
郷
土
資
料
館
で
実
施
し
た
キ
ッ
ズ

デ
ー
（「
か
た
り
べ
一
三
九
号
」
参
照
）
の
準

備
の
際
に
伺う
か
が

っ
た
御ご

え
ん縁

か
ら
、
実
現
に
至
り

ま
し
た
。
両
館
で
相
互
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
り
、
ス
タ
ン
プ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
ピ
ッ
タ
リ

で
す
。
詳
細
は
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
一
年
は
春
先
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
、
多
く
の
博
物
館
で
企
画
展
が
会
期
の

変
更
や
打
ち
切
り
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
示
も
、
無
事
に
会
期
中
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、感
染
対
策
に
尽
力
さ
れ
る
医
療
従
事
者
・

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
郷
土　

井
坂　
綾
）

関連事業のご案内　　いずれも参加費は無料です

※社会状況により、事業を中止・変更する場合がございます。

宛先：〒 171-0021 豊島区西池袋２－37－４　としま産業振興プラザ７階
　　　　　　　　　豊島区立郷土資料館企画展担当

【往復はがき記入例】１事業につき、１人１通まで。応募者多数の場合は抽選。

企
画
展
記
念
講
演
会
「
生し
ょ
う
や
く薬の
伝で
ん
ら
い来
と
普
及
―
採さ
い
や
く薬
・
栽
培
・
本ほ
ん
ぞ
う
し
ょ

草
書
と
薬
園
―
」

日
時
：
八
月
一
日
（
日
曜
日
）、
午
後
二
時
か
ら
三
時
三
〇
分
　

場
所
：
と
し
ま
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
六
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
：
小
林
義
典
氏
（
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
副
所
長
・
薬
学
部
附
属
薬
用
植
物
園
園
長
）

定
員
：
八
〇
名
（
事
前
申
込
み
、
七
月
十
七
日
（
土
）
必
着
で
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

連
続
講
座
「
江
戸
の
医
療
あ
れ
こ
れ
～
地
域
の
違
い
～
」（
全
三
回
、
一
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

日
時
：
九
月
四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）、
午
後
二
時
か
ら
三
時
三
〇
分
　

場
所
：
と
し
ま
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
三
階
・
研
修
室
二

講
師
：
第
一
回
　
多
田
文
夫
氏
（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　
　
　
第
二
回
　
長
田
直
子
氏
（
国
立
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
　
　
第
三
回
　
金
子
千
秋
氏
（
中
央
区
立
郷
土
天
文
館
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員
）

定
員
：
十
八
名
（
事
前
申
込
み
、
八
月
十
四
日
（
土
）
必
着
で
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
：
七
月
二
十
五
日
・
八
月
二
十
二
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）、
午
後
二
時
か
ら
三
〇
分
程
度

場
所
：
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室
（
直
接
展
示
室
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。）

往信用ウラ ※申込内容を記入 返信用オモテ ※裏面は記入しない

①参加希望事業名

（連続講座の場合は日付も）

②住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

①住所

②氏名
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小お

熊ぐ
ま

秀ひ
で

雄お

（
一
九
〇
一

－

一
九
四
〇
）
の
生

誕
一
二
〇
年
に
あ
た
る
今
年
度
末
、
豊
島
区
で

所
蔵
す
る
小
熊
秀
雄
の
絵
画
作
品
を
全
展
観
す

る
収
蔵
作
品
展
を
計
画
、
準
備
中
で
す
。
今
回

は
展
示
に
向
け
た
所
蔵
資
料
の
調
査
で
の
発
見

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
熊
秀
雄
は
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
の
呼

称
を
発
案
し
、
画
業
や
文
筆
業
な
ど
幅
広
く
活

動
し
た
人
で
す
が
、
市
井
で
は
詩
人
の
顔
が
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
岩
波
文
庫
の
『
小

熊
秀
雄
詩
集
』
は
今
も
販
売
し
て
お
り
目
に
し

た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
本
は
創
樹

社
『
小
熊
秀
雄
全
集
』
を
主
軸
に
作
品
を
抜
粋

し
編
纂
し
た
も
の
で
す
。
当
区
で
は
、
全
集
所

収
の
三
冊
の
詩
集
の
う
ち
、
一
九
三
五
年
上じ
ょ
う
し梓

の
二
作
目
『
飛
ぶ
橇そ
り

』
の
初
版
本
と
、
作
家
の

死
後
中
野
重
治
に
よ
っ
て
、
一
九
四
七
年
に
発

行
と
な
っ
た
『
流る
み
ん民

詩し
し
ゅ
う集

』
の
初
版
本
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

さ
て
『
飛
ぶ
橇
』
の
状
態
を
確
認
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
奥
付
に
貼
ら
れ
た
切
手
大
の
小
さ
な

四
角
い
紙
片
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
水
色
の

紙
に
出
版
社
「
耕
進
社
」
の
名
と
稜
線
の
意
匠

が
印
刷
さ
れ
、
豪
快
な
太
い
書
体
の
「
小
熊
」

の
三
文
判
が
朱
肉
で
つ
い
て
あ
り
ま
す
。

『
流
民
詩
集
』
の
奥
付
も
見
て
み
る
と
白
い

紙
に
一
匹
の
獅
子
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
載
り
、
そ

の
上
か
ら
逆
さ
ま
に
『
飛
ぶ
橇
』
と
同
じ
小
熊

の
三
文
判
の
押
印
が
あ
り
ま
す
。  

こ
の
小
さ
い
紙
は
「
検
印
紙
」
と
い
っ
て
、

著
者
が
本
の
発
行
部
数
を
確
認
す
る
た
め
に
、

判
子
を
押
し
一
冊
毎
奥
付
に
貼
付
け
た
も
の
で

す
。
日
本
で
は
一
七
二
二
年
に
海
賊
版
取
り
締

ま
り
の
た
め
幕
府
に
よ
り
奥
付
を
付
す
こ
と
が

命
じ
ら
れ
、
奥
付
に
直
接
検
印
を
捺
印
し
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
維
新
以
降
に
切
手
形
式
の
検

印
紙
が
現
れ
た
よ
う
で
す
。
時
代
を
経
て
検
印

紙
の
目
的
は
正
規
版
の
証
か
ら
発
行
部
数
の
管

理
確
認
へ
と
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
。
検
印
紙

の
貼
り
付
け
は
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
確
か
に
最
近
発
行
さ
れ
た
本
で
は

み
か
け
ま
せ
ん
。
出
版
社
名
、
作
家
個
人
の
も

の
な
ど
台
紙
や
判
の
デ
ザ
イ
ン
が
無
数
に
存
在

し
、
検
印
紙
と
は
い
ま
や
古
書
蒐
集
の
あ
る
種

の
愉
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
飛
ぶ
橇
』
と
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
東ひ
が
し
じ
ゅ
ん潤

（
一
九
〇
三

－

一
九
七
七
）
著
『
詩
集　

霞
の

海
綿
』（
書
物
展
望
社　

一
九
三
九
年
）
の
検

印
紙
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
本
も
、
前
述

の
小
熊
の
二
冊
も
装
丁
は
画
家
の
寺
田
政
明

（
一
九
一
二

－

一
九
八
九
）
で
す
。
表
紙
の
鮮

や
か
な
黄
色
地
に
黒
い
線
の
ア
メ
ー
バ
の
よ

う
な
有
機
的
な
モ
チ
ー
フ
の
絵
が
目
を
引
き
ま

す
。
こ
ち
ら
の
検
印
紙
は
原
始
的
な
象
形
の
鳥

や
魚
の
上
に
「
潤
」
の
印
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

デ
ザ
イ
ン
が
誰
の
手
に
よ
る
か
は
不
明
で
す

が
、
検
印
紙
そ
の
も
の
へ
の
装
飾
の
遊
び
心
が

現
れ
て
い
ま
す
。

「
当
時
は
検
印
制
度
が
常
識
だ
っ
た
の
で
、

わ
が
家
で
は
家
族
総
動
員
で
連
日
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
く
っ
た
。」
江
戸
川
乱
歩
（
一
八
九
四

－

一
九
六
五
）
の
長
男
平
井
隆
太
郎
に
よ
る
回

想
で
す
。
押
印
や
検
印
紙
を
貼
る
作
業
は
作
家

本
人
が
担
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
作
家
の

家
族
や
出
版
社
の
担
当
も
助
太
刀
す
る
な
ど
検

印
紙
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
日
本
近
代

文
学
史
上
に
様
々
あ
る
よ
う
で
す
。
古
書
を
前

に
、
も
し
や
検
印
紙
を
貼
っ
て
い
た
作
家
の
姿

を
思
っ
て
み
る
の
も
ま
た
一
興
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

『
小
熊
秀
雄
詩
集
』
岩
田
宏
編　

岩
波
書
店　

一
九
八
二
年

『
最
新
図
書
館
用
語
大
辞
典
』
図
書
館
用
語
辞
典
編
集
委
員
会

編　

柏
書
房　

二
〇
〇
四
年

『
古
本
用
語
事
典
』
久
源
太
郎
著　
有
精
堂
出
版　
一
九
八
九
年

『
古
本
検
定
』
岡
崎
武
志
編　

朝
日
新
聞
出
版　

二
〇
〇
九
年

『
乱
歩
の
軌
跡　

父
の
貼
雑
帖
か
ら
』
平
井
隆
太
郎　

東
京
創

元
社　

二
〇
〇
八
年

（
美
術　

堀
口　
麗
）

番
外
編

作
品
を
見
る

読
む

22
小
熊
秀
雄
の
詩
集
か
ら

　
　
　
　
　
　
　―

検
印
紙
と
は
？
？
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文
学
・
マ
ン
ガ
分
野
で
は
、
原
稿
な
ど
自
筆

資
料
だ
け
で
な
く
、
作
家
が
発
表
し
た
作
品
や

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
、
雑
誌
な
ど
の
印
刷
物
も

資
料
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
文
学
作
品
の

多
く
は
、
最
初
に
雑
誌
で
発
表
さ
れ
、
そ
の
後

細
部
を
書
き
直
し
た
り
、
と
き
に
は
タ
イ
ト
ル

を
変
更
す
る
な
ど
の
過
程
を
経
た
上
で
、
単
行

本
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
す
。
雑
誌
は
作
品
が
世

に
出
る
際
、
一
番
最
初
に
掲
載
さ
れ
る
媒
体
で

あ
る
た
め
、
発
表
当
時
の
著
者
の
意
図
を
知
る

重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
事

問
題
や
当
時
の
風
俗
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
時
代
の
雰
囲
気
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
二
つ
の
資
料
、『
文
藝
時

代
』
三
巻
五
号
（
一
九
二
六
年
五
月
）
と
『
ク

ロ
ネ
コ
』
創
刊
号
（
一
九
二
九
年
二
月
）
に
は
、

稲
垣
足
穂
（
一
九
〇
〇

－

一
九
七
七
）
の
「
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
（
社
交
ダ
ン
ス
）」
に
関
す
る

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
穂
は
、『
一
千
一
秒
物
語
』（
一
九
二
三
年
）

や
『
少
年
愛
の
美
学
』（
一
九
六
八
年
）
な
ど

を
執
筆
し
た
作
家
で
す
が
、
実
は
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
か
ら
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
頃
ま
で
、
豊
島
区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
当

時
足
穂
が
住
ん
で
い
た
の
は
、
西
巣
鴨
町
字
新

田
に
あ
っ
た「
池
内
ダ
ン
シ
ン
グ
パ
ビ
リ
オ
ン
」

で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
ダ
ン
ス
を
学
ん
だ
池
内

徳
子
と
い
う
人
物
が
開
い
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、

夜
は
社
交
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昼
間
は
ダ
ン
ス
を
習
い
に
来
る
人
々
に
教
え
て

い
ま
し
た
。
当
時
こ
の
ホ
ー
ル
で
初
め
て
ダ
ン

ス
を
習
っ
た
と
い
う
人
も
多
く
い
た
よ
う
で
す
。

『
文
藝
時
代
』
の
記
事
で
は
「
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
に
就つ

い
て
」
と
題
し
た
記
事
の
中
で
「
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
の
ご
と
き
あ
へ
て
拒
ば
む
価
値

も
な
い
や
う
な
も
の
、
そ
れ
は
シ
ガ
レ
ツ
ト
を

吸
ふ
が
ご
と
き
底
の
も
の
ま
で
受
け
容い

れ
ら
れ

ぬ
と
い
ふ
者
は
、
い
か
な
る
意
味
に
を
い
て
も

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
存
の
資
格
を
失
つ
て
ゆ

き
つ
つ
あ
る
た
ぐ
ひ
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
当
時
流
行
し
て
い
た
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
」
に
対
し
て
は
、
男
女
が
た
が
い
に
体
を
寄

せ
あ
っ
て
踊
る
様
子
な
ど
か
ら
、「
風
紀
を
乱

す
」
と
い
う
非
難
を
浴
び
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
足
穂
の
記
事
は
そ
の
よ
う
な
非
難
に
対
し

て
、
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
、
あ
え
て
拒
む
ほ
ど
で

も
な
い
も
の
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

人
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
「
生
存
の

資
格
を
失
つ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る
」
と
大
変
厳
し

い
言
葉
で
批
判
し
て
い
ま
す
。

ま
た
『
ク
ロ
ネ
コ
』
は
、銀
座
の
カ
フ
ェ
「
ク

ロ
ネ
コ
」
が
出
版
し
た
雑
誌
で
、
多
く
の
文
化

人
が
、
当
時
の
風
俗
や
流
行
に
ま
つ
わ
る
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
足
穂
は
「
近
時
流
行
の

社
交
ダ
ン
ス
に
対
す
る
御
感
想
」
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
と
し
て
「
か
う
い
ふ
種
類
は

別
に
奨し
ょ
う
れ
い励す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
ム
キ
に
な

つ
て
禁き
ん
え
ん厭

す
る
の
も
野や

暮ぼ

と
い
ふ
も
の
で
す
。」

と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
記
事
で
足
穂
は
、「
耳
か
く
し

撲ぼ
く
め
つ滅
論
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。「
耳

か
く
し
」
と
は
当
時
の
女
性
の
髪
型
で
、
と
く

に
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
た
女
性
た
ち

の
間
で
流
行
し
ま
し
た
。「
撲
滅
論
」
は
、
そ
れ

ま
で
男
性
に
従
う
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
た
女
性

た
ち
が
、
長
ら
く
身
に
着
け
て
い
た
着
物
と
日

本
髪
か
ら
、
洋
装
断
髪
の
軽
や
か
な
姿
に
な
り
、

思
想
的
に
も
自
由
な
生
き
方
を
求
め
た
こ
と
へ

の
反
発
と
し
て
、
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
足
穂

は
「
か
つ
て
の
耳
か
く
し
撲
滅
論
は
相
手
の
耳

か
く
し
以
上
に
軽け
い
ち
ょ
う
ふ
か

佻
浮
華
な
時
流
の
泡
に
す
ぎ

な
か
つ
た
で
な
い
か
。
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
排は
い
せ
き斥

も
ま
た
そ
の
と
ほ
り
で
あ
る
＊
。」
と
述
べ
、

「
耳
か
く
し
」
も
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
」
も
排

斥
運
動
そ
の
も
の
が
、
単
な
る
流
行
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

『
文
藝
時
代
』
の
記
事
の
終
わ
り
に
は
、
足

穂
自
身
が
当
時
居
住
し
て
い
た
「
池
内
ダ
ン
シ

ン
グ
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
住
所
を
記
載
し
、
ご
足

労
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
ま
す
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
資
料
の
よ
う
に
、
近
い
時

期
に
書
か
れ
た
記
事
を
並
べ
て
み
る
と
、
そ
の

時
代
を
作
家
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
稲
垣
足
穂
に

関
し
て
は
、
今
後
も
区
内
居
住
時
の
生
活
や
、

区
ゆ
か
り
の
作
家
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
も

調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

＊
稲
垣
足
穂
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
に
就
い
て
」

　
　
『
文
藝
時
代
』
三
巻
五
号
、
大
正
一
五
年
五
月

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

佐
伯
百
々
子
）

文
学
・
マ
ン
ガ
資
料
紹
介

稲い
な
が
き垣

足た
る

穂ほ

関
連
雑
誌
～
『
文
藝
時
代
』
と
『
ク
ロ
ネ
コ
』
か
ら
～

右：『文藝時代』3巻5号、大正15（1923）年5月

左：『クロネコ』創刊号、昭和4（1929）年2月　ともに豊島区所蔵
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今
夏
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
っ
て
一
年
延
期
さ
れ
た
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
は
二
度
目
で
、
い
ま

か
ら
五
七
年
前
の
一
九
六
四（
昭
和
三
九
）年
一
〇

月
に
最
初
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
催
に
伴
い
、
聖
火
リ
レ
ー
も
実
施

さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ
ン
ピ
ア
で
採
火
さ
れ

た
聖
火
は
、
国
外
コ
ー
ス
と
空
輸
経
路
約
一
六

〇
〇
〇
㎞
を
経
て
、
日
本
全
土
を
駆
け
巡
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
約
一
〇
万
人
の
走
者
が
聖

火
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
豊
島
区
で
も
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
が
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
記
念
ア
ル
バ
ム
』
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
一
九
六
四
年
大
会
当

時
に
豊
島
区
長
を
務
め
て
い
た
木
村
秀
崇
氏
の

ご
家
族
よ
り
当
館
に
ご
寄
贈
頂
い
た
も
の
で
、

豊
島
区
に
お
け
る
聖
火
リ
レ
ー
の
準
備
か
ら
実

施
ま
で
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル

バ
ム
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
聖
火
リ
レ
ー

豊
島
区
実
行
委
員
会
が
発
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
豊
島
区
独
自
の
ア
ル
バ
ム
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

聖
火
リ
レ
ー
の
走
者
は
、
豊
島
区
在
住
の

一
四
歳
か
ら
二
〇
歳
の
学
生
、
社
会
人
が
選
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
は
二

区
間
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
代
表
走
者
、
副
走
者
、
随
走
者
併
せ
て
二
三

名
で
構
成
さ
れ
、
合
計
四
六
名
の
走
者
が
聖
火

リ
レ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
走
者
た
ち
は
本
番

の
約
三
か
月
前
か
ら
聖
火
を
掲
げ
な
が
ら
走
る

練
習
や
聖
火
の
受
け
渡
し
動
作
の
確
認
を
大
塚

台
小
学
校
（
現
区
立
朋
有
小
学
校
）
と
朝
日
中

学
校
（
現
区
立
巣
鴨
北
中
学
校
）
の
校
庭
で
繰

り
返
し
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
残
っ
て

い
た
、
東
京
拘
置
所
跡
地
（
現
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

６
０
）
と
造
幣
局
（
現
イ
ケ
・
サ
ン
パ
ー
ク
）

の
敷
地
外
周
が
定
番
の
練
習
コ
ー
ス
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
火
リ
レ

ー
本
番
直
前
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
実
際

の
コ
ー
ス
を
走
る
な
ど
、
入
念
な
準
備
を
し
て

い
る
様
子
が
ア
ル
バ
ム
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

豊
島
区
に
お
け
る
聖
火
リ
レ
ー
は
、
一
九
六

四
年
一
〇
月
七
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
北
区

か
ら
聖
火
を
受
け
取
る
朝
日
中
学
校
か
ら
巣
鴨

四
丁
目
ま
で
と
、
巣
鴨
四
丁
目
か
ら
文
京
区
へ

聖
火
を
引
き
渡
す
巣
鴨
一
丁
目
ま
で
の
二
区

間
合
わ
せ
て
約
二
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し

た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
白
山
通
り
を
南
下
す
る
も

の
で
、
ア
ル
バ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に

は
、
当
時
走
っ
て
い
た
都
電
一
八
系
統
と
四
一

系
統
の
軌
道
が
写
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
聖
火
リ

レ
ー
で
使
用
さ
れ
た
ト
ー
チ
は
、
要
町
に
あ
る

豊
島
体
育
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
ち
手

の
部
分
に
は
「
Ⅹ
Ⅴ
Ⅲ 

Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｄ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

１
９
６
４
」
と
い
う
文
字
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン
ボ
ル
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
七
月
一
八
日
に
実
施
予
定
の
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、

池
袋
西
口
公
園
を
出
発
し
、
中
池
袋
公
園
を
ゴ

ー
ル
と
す
る
区
間
と
、
南
長
崎
花
咲
公
園
か
ら

ト
キ
ワ
荘
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
の
区
間

の
二
区
構
成
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
一
九
六
四
年

の
聖
火
リ
レ
ー
が
区
境
で
聖
火
を
受
け
渡
す
こ

と
を
考
慮
し
て
巣
鴨
中
心
の
コ
ー
ス
だ
っ
た
こ

と
に
対
し
、
今
回
は
西
池
袋
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ン
グ
や
ト
キ
ワ
荘
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど

池
袋
駅
周
辺
や
長
崎
地
域
の
文
化
施
設
を
め
ぐ

る
形
で
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
郷
土　

水
吉
雄
人
）

『聖火リレー記念アルバム』
（オリンピック東京大会 聖火リレー豊島区実行委員会発行）
木村節子氏寄贈

文京区へと聖火を受け渡す様子が記録されている。

豊
島
体
育
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る

一
九
六
四
年
大
会
の
聖
火
リ
レ
ー

ト
ー
チ（
豊
島
区
体
育
協
会
所
蔵
）
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編

集

後

記

「
か
た
り
べ
」
一
四
〇
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
準
備
・
学
芸
グ

ル
ー
プ
は
、組
織
改
正
に
よ
り
芸
術
文
化
推
進
グ
ル
ー

プ
と
改
称
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
美
術
お
よ

び
文
学
・
マ
ン
ガ
の
作
品
資
料
の
調
査
研
究
と
展
示

活
用
を
、
郷
土
資
料
館
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

７
月
20
日
か
ら
は
、
企
画
展
「
薬
と
祈
り
の
処
方

箋
」
が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
病
の
歴

史
と
人
々
の
祈
り
に
つ
い
て
、
地
域
資
料
か
ら
見
つ
め

直
す
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
美
術
の

所
蔵
作
品
展
も
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
当
館
は
、
９
月
27
日
か
ら
来
年
１
月
31
日

ま
で
、
収
蔵
資
料
移
転
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。　
　
　

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

  （
郷
土　

横
山
恵
美
）

2021年度豊島区立郷土資料館・芸術文化推進グループ事業予定
（2021年 4月～ 2022年 3月）

※新型コロナウイルス感染防止対策のため、4月25日（日）から5月31日（月）まで臨時休館しました。
※今後の感染状況等により、休館や事業の中止あるいは事業内容や日程を変更する場合があります。
※詳細は『広報としま』、区ホームページなどで随時お知らせいたします。
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「学童集団疎開 ( 十）本土決戦態勢づくりの進行」
「乱歩にとっての「防空壕」―城北大空襲から読み解く―」
「太田道灌が結ぶ妙義神社」
「鈴木家旧蔵「明治四十年間小品合作屏風」調査報告（２）
「雑司が谷旧宣教師館の事業に伴う所蔵写真のアンケート調査結果」 
「鈴木信太郎宛書簡について」

青木　哲夫
西方ゆり恵
髙田　萌恵
井坂　綾
小山　勝美
永嶋　里佳

収蔵資料展
（郷土） 「浮世絵・和本コレクション」 ３月23日（火）～６月30日（水）
企画展 

（郷土） 「薬と祈りの処方箋」
７月20日（火）～９月26日（日）所蔵作品展 

（美術） 「池袋モンパルナスが旅をする」
所蔵作品展 
（美術） 「生誕120年記念　小熊秀雄展」（仮題）

２月１日（火）～３月13日（日）収蔵資料展 
（文学・マンガ）「文学・マンガ分野　収蔵資料あれこれ」（仮題）

展示 
見どころ解説

常設展示等の見どころを、学芸員がわかりやすく解説します。
※事前申し込み不要　直接会場へ　 
※5月は中止、10月～1月は資料移転休館のため休止

４月24日、６月26日、７月24日、８月28日、
９月25日　各回土曜日　※２月・３月は未定 
各回14時～　40分程度

庁舎まるごと
ミュージアム 

（3階パネル展示）

美術分野 
①「絵画で観る！池袋駅古今東西」 
②「池袋モンパルナスが旅をする」

①３月16日（火）～７月８日（木）、
　12月11日（土）～３月31日（木）予定　 
②７月９日（金）～12月10日（金）

郷土資料分野　 
①「企画展関連資料紹介」 ①８月３日（火）～11月30日（火）
文学・マンガ分野　※常設展示コーナーもあります。 
①「池袋の名画座～人世坐と文芸坐～」 
②「版画でめぐる豊島区」（仮題）

①３月２日（火）～７月30日（金） 
②12月１日（水）～３月31日（木）予定

講座・講演・ 
見学会など

第16回池袋モンパルナス回遊美術館特別講演会 
豊島区 × 立教大学「画家とコミュニティ～熊谷守一と中村彝を
中心に～」講師：小泉淳一氏

５月22日(土）　　 
※緊急事態宣言に伴い中止

企画展関連事業 
①記念講演会、②連続講座、③ギャラリートーク 
④古代オリエント博物館連携事業

①８月１日（日）、②９月４日（土）・11日（土）・
18日（土）、③７月25日（日）、８月22日（日） 
④詳細は区ホームページ参照

「豊島ミュージアム講座」（全4回） ２月～３月予定

刊行物
郷土資料館・芸術文化推進グループだより 

「かたりべ」140号～142号
年３回、2,200 部、無償頒布 
７月・１月・3 月刊行予定
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臨時休館・年末
年始の休館

①企画展の開催に伴う休館 
②資料移転および所蔵作品展の開催に伴う休館 
③収蔵資料展の開催に伴う休館

①７月１日（木）～７月19日（月） 
②９月27日（月）～１月31日（月）予定 
③３月14日（月）～３月31日（木）予定


